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研究成果の概要： 

この研究では、中国東北部で出版された刊行物のうち、日本支配下満洲時期に出版された雑誌の

概要を明らかにしようとした。具体的には、この時期の出版法制や官庁刊行物・総合雑誌の一覧を作

成し、解題や目次一覧を作成した。その結果、満洲の出版法制についてはその輪郭を提示できた。ま

た大衆誌で、昭和 3 年から終戦期まで刊行された『月刊撫順』『月刊満洲』の解題や目次一覧も作成し、

それらを研究成果報告書（198p）として公刊した。満洲期の雑誌刊行事情の一端を明らかにし得たと

考えている。 
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１．研究開始当初の背景 

我が国が戦前期に占領していたいわゆる「外

地」における日本の諸活動についての研究も、

近年少しずつだが進展してきた。しかしながらそ

れらの研究は文学や文化財、経済領域、植民

地図書館など、限定された分野でなされることが

あっても、研究の基層となすべき資料面での書

誌的で総体的な研究についてはまだまだなされ

ておらず、その基盤整備も十分とは言えない。 

本研究を開始する時期のこれら「外地」の研

究事情を見ておくと、たとえば研究雑誌としては、
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史』（1998－）などが刊行され、『朱夏』『彷書月

刊』 などでも特輯が組まれたりしていたが、外地
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の出版関係についてのまとまった論述はまだな

い状況であった。 

2000 年にはいり、科学研究費助成の研究に

おいては、松原孝俊「台湾・朝鮮・満州に設立さ

れた日本植民地期各種図書館所蔵日本語古典

籍の書誌的基礎研究」（2000-2001）、松野陽一

「旧植民地所在日本書籍の重点資料の本文研

究と総合解題目録作成についての研究」などの

研究が進み、2007 年には中国において、『中國

館藏滿鐵資料聯合目録』も刊行されるが、科研

の研究は主として古典籍であり、また目録につ

いても中国に遺された蔵書群のそれである。つ

まり当時に外地で刊行された日本語出版物の総

合的な研究というわけではない。 

そんななかで研究代表者は、「日本支配下中

国・「満洲」における出版文化の諸相」（特定領

域、2001-2004）により、主として満洲地域におけ

る出版事情、出版史について概括的な研究を

おこなった。しかしながらここでもまだ逐次刊行

物を含めた日本語刊行資料の研究といった具

体的な研究にまでは及ぶことができなかった。 

こうした研究状況のなかで研究代表者は、本

研究における最終的目標を、これら「外地」出版

物の全容を明らかにする点に置き、そして今回

の研究課題にあっては、ひとまず戦前期の中国

東北部（以下「満洲」と呼称する）において出版

された刊行物のうち、とりわけ逐次刊行物につい

てその出版概要を解明することとしたのであっ

た。 

 
２．研究の目的 

こうした研究の最終到達地点を確認した上で、

この研究においては、具体的には、出版活動の

基礎となる「満洲」での出版法制・出版事情を明

らめながら、「満洲」で刊行された逐次刊行物の

うち、従来の研究では取り残されがちであった

「満洲国」官庁刊行物、研究雑誌・総合雑誌に

ついてその目次一覧の作成と個々の雑誌の解

題作成といった書誌的な作業をおこない、総合

的な研究の端緒となることを考えた。 

戦前期「満洲」においては、満鉄をはじめ「満

洲国」各部局、国策企業や大学・研究機関、さら

には文化機関や民間出版社にいたるまで、想像

以上の出版物が刊行されている。それら「満洲」

時代の出版物は「満洲国」の消滅後、当時日本

から移入した資料とともに、戦後中国側に接収さ

れて現在中国各地の図書館に所蔵されている。

ところがこれら「満洲」で出版された資料群、とり

わけ「満洲国」の出版物に関しては、この満洲国

が「独立国」であったことから、当時日本国の収

集や書誌作成責任の範囲にはなく、また現在中

国においては「偽満期」の出版物とされて、資料

群は保存され聯合目録が刊行されてきたものの、

それ以上のつまり「刊行物総目録」といった総体

的な書誌作成の営為はなされてこなかった。つ

まり、「満洲国」に関しては、1932 年 3 月の建国

から 1945 年 8 月の終戦まで約 13 年半の間に当

地で刊行された出版物の実態は不明にして、全

出版物の把握などは誰もが責任を持たぬままに

現在に至っているのが実情なのである。こうした

観点に立って、この調査研究では、「外地」刊行

の出版物のうち、「満洲」「満洲国」の出版物実

態を明らかにし、逐次刊行物の刊行目録の作成

や目次総覧の編輯など、書誌的な基盤の整備

を目指すことで、今後日中両国の情報環境およ

び研究活動進展の一助にしたいと考えたのであ

った。 

研究の基礎となるのは何といっても資料であ

る。どの研究領域においても戦前期日本の歴史

的事象を研究するにあたっては、戦争や「外地」

での活動をはずすことはできない。その研究の

ための「資料」を考えたとき、たとえば我が国で

刊行された出版物に関しては戦前の帝国図書

館がとりあえずその収集の任にあたってきた。さ

らに大学図書館や公立図書館においても資料

的な蓄積があり、出版年鑑や刊行物目録、雑誌

記事索引に関して不十分ながらも整備されてき

た。しかしながら外地で出版された刊行物に関



 

 

しては、先に述べたように、まったく放置されたま

まである。そしてまたここで強調しておきたいの

は、これら外地で刊行された出版物は現にそれ

ぞれの国それぞれの地域において「保存」され

ているという事実である。このことは、公的機関の

だれもが書誌的な責任を持たないままに書誌的

な意味では放っておかれた資料であるとしても、

書誌的・文献的な作業さえ整備されれば個々の

研究にとって有用な資料として利用が可能とな

るということを意味している。現在それぞれの国

に保存されている資料も劣化がすすみ、また日

本側の歴史認識など政治的な事情から閲覧事

情も規定されるという厳しい調査環境のなか、こ

うした戦前期外地での活動を客観的かつ総体

的に検討するためにも、これら資料を基礎にお

いた書誌的な作業が是非とも必要とされている

と考える所以である。 

このような営為は、現在では書誌作成責任機

関つまり国立国会図書館が組織的に行っている

ものでもあり、本研究のようなかたちで個々人が

おこなうことによって成し遂げられるべくもない作

業である。しかしながら、こうした組織的な作業を

行う必要があることを訴えながら、研究者が個別

に作業を展開するなかでもいくつかの知見が得

られるであろうと考えつつ、ともあれ「満洲」時期

に刊行された逐次刊行物のなかからいくつかの

雑誌を選び、刊行経緯や内容についての解題

を示しつつ、目次総覧を作成していくという作業

に取り掛かることとしたのである。 

作業はまだまだ緒についたばかりであり、こう

した作業は今後も継続して取り組んで行かねば

ならない。そしてまた、現在では目次一覧の作

成など活発な研究がなされている文学方面での

書誌的研究だけでなく、他の分野での雑誌につ

いても、書誌的な資料基盤整備が進展していく

とよいと考えている。 

 
３．研究の方法 

本研究での作業の進行にあたっては、たとえ

ば目次一覧についても、刊行雑誌すべての存

在を明らかにして目次一覧を作成するということ

は望むべくもないことであり、とりあえず日本に所

蔵があまりない雑誌のうち、現時点で見ることが

できたものについて、その一部分であってもその

営為の蓄積を図っていくという観点から作業を

進めていった。つまり作業の途上であっても得ら

れた結果を順次世に出すことにより、将来にわ

たって作業をシェアしながら全体像を形成して

いくといういわば「分担目録」的な考えから作業

を進め、それらを発表していくという方法をとった

のである。 

資料の保存や所蔵状況などを勘案したときこ

うした方法をとらざるを得ないという制約上の問

題からだけでなく、研究代表者が長く図書館員

として仕事をしてきた、その習いによるものといっ

てもいいかもしれない。それはまた、図書館現場

から書誌的な作業を通じて、各領域の研究活動

に貢献できる有力な方法のひとつであるとの考

えによるものでもある。こうしたことから、書誌作

成責任に起因するいわば「全国書誌」とでもいう

べきものを作成することを夢想しつつ、具体的現

実的には、取り上げた雑誌の解題や目次一覧を

提示することでその雑誌の刊行事情や背景など

を明らかにしていこうと考えたのである。 

逐次刊行物の書誌的研究という目的を達成

するために、その計画および方法については、

次の 3 段階に区分して進めた。 

第１は、新聞・雑誌・年鑑など逐次刊行物す

べてについて、その刊行実態、書誌的事項を明

らかにするべく、さまざまな研究領域の基盤を整

備するということである。具体的には、それぞれ

の刊行物の名称・刊行者・出版地・創刊年・刊行

頻度・時事的問題掲載の有無などについて一

覧表を作成することに努めた。満洲において刊

行された逐次刊行物の総体を確定するための

第一歩というわけである。それらのうち、この研究

の対象とするものについて、日本・中国における

所在を確認していった。各種書誌に記載のある



 

 

ものは当面それを記載し、現地で確認したもの

を追記した。一部すでに複製されているものもそ

の情報を付記した。 

第２は、これら逐次刊行物のうちの雑誌につ

いて、他領域で利用頻度が高いと思われる総合

雑誌や満洲国官庁各部局の広報誌、満洲国策

会社の機関紙、さらには図書･文献関連雑誌や

図書館広報誌を中心に、所蔵機関に出向きそ

の記事内容を調査し、順次それらの解題および

雑誌目次一覧を作成した。 

第３は、こうした作業を通じて得ることのできた

知見を研究論文としてまとめるという作業である。

またここでは、研究論文だけでなく、とりわけ中

国での資料調査の困難さを研究者と共有化する

ために、「訪書記」という形式で、調査経過を報

告するという作業も重視した。今後の研究が効

率的に進んでいくことを念じてのことである。 

こうした図書館的な方法により、戦前期中国

東北部で刊行された刊行逐次刊行物の概要を

把握するために、いくつかの逐次刊行物を取り

出して解題を附し目次一覧を作成していった。

またこの中国東北部の出版物を統制している出

版法制についての論考もふくめて、研究の過程

で得ることのできた知見を論文としてまとめ、さら

に所蔵機関に出張したおりの状況を「訪書記」と

して報告文を作成し、随時、研究代表者の大学

ホームページに掲出していった。 

 
４．研究成果 

研究成果として、最終年に『研究成果報告書』

（2009 年 3 月 198 頁）を刊行することができた。

以下、この研究成果報告書について述べること

で、研究成果の報告としたい。 

（なおこの『研究成果報告書』は、国立国会図書

館関西館および本学図書館に寄贈している。） 

  この研究成果報告書は、研究論文、満洲時

期に当地で刊行された雑誌の解題と目次一覧、

そして「訪書記」とから構成されている。当初、各

年次の『満洲年鑑』などに収載される「定期刊行

物一覧表」や満洲国立中央図書館籌備処編

「満洲国普通出版納本月報」などを一本化する

ことで、「満洲および満洲国時期刊行逐次刊行

物一覧」を作成して公刊することをめざし、一本

化までの作業は行ったのだが、まだ考証が足ら

ぬと考えてこの報告書に収録することを断念した。

ただその概容はつかむことができており、リストも

おおむね出来ており、いま少し考証を加えて発

表にこぎつけたいと考えている。 

そのかわりというわけではないが、「満洲国」に

おいて刊行された出版物を概観するのに、現在

みることができる出版物目録を集大成した『満州

国出版目録』（全 8 巻、金沢文圃閣）を編纂した。

そしてその編輯過程で作成することのできた解

題を第一部に再録した。また研究協力者である

米井勝一郎からは、楠田五郎太についての論

考が寄せられた。「研究の目的」で少しふれたこ

とだが、「満洲」時期刊行の出版物の書誌的な

資料基盤整備といったこの作業の次に展望でき

る方向性のひとつとして、それは研究者にとって

各人各様であろうが、米井の向かう方向性がこ

の論文には示されているというべきであろう。 

今回、遼寧省図書館でみることができた雑誌

のうち、『月刊撫順』『月刊満洲』の目次一覧の

作成作業には多くの時間をさいた。そしてこの調

査の過程で、幻想の挿絵画家 竹中英太郎と

「満洲」との関係の一部を明らかにすることがで

きた。それを、岡村敬二「竹中英太郎と『月刊満

洲』」で紹介し、あわせて、竹中英太郎「滿洲へ

行きたがる－挿絵画家への告別の辞」の全文を、

著作権継承者金子紫氏のご好意で掲載するこ

とができた。金子氏には心よりお礼を申し上げた

いと思う。 

第二部は目次一覧である。米井勝一郎による

『新京図書館月報』の目次一覧をはじめ、岡村

による『満洲学報』『興農』『馬疫研究處研究報

告』『満洲講演』『滿洲寫壇』『月刊撫順』『月刊

満洲』の解題および目次一覧を掲載した。 

岡村が作成した目次一覧にあっては、その雑



 

 

誌の性格をあきらかにしたいがゆえの作業として

解題に力点が寄っているものや、まだまだその

全体像が明らかになっていないものも含まれて

いるが、「研究の目的」で述べたように、これらの

作業をいわば蓄積型、積み上げ方式と考えて、

その一端を示すことにしたのである。 

第三部は「訪書記」である。これは、代表者が

勤務する大学の大学院ホームページに随時掲

載したものである。現在の中国での資料閲覧事

情や複写の実態を考えたときに、できるだけ最

新の調査状況を報告おけば調査をおこなうにあ

たって役に立つかと考えてのことである。そして

ここには、この訪書の過程で見ることができた刊

行物について紹介する記事も付載した。 

また満日文化協会についての論考（『日満文

化協会の歴史』）において詳述したことだが、協

会創設にあたって日満間の事務折衝を受け持

ち、協会創設後は理事の役職に就いて活動し

た水野梅曉が、戦後に名古屋の覚王山日泰寺

において釈迦と玄奘三蔵の遺骨対面式を挙行

し象に乗って更新した記事の紹介文も収録し

た。 

そして訪書記とあわせて、今回この科研で訪

れることのできた瀋陽という都市の印象記も収録

した。それは、代表者がこれまで訪れることので

きた中国の都市のうち、「満洲」時期の、大連と

新京（現長春）や奉天（現瀋陽）、そして哈爾浜

など、これらの都市の比較といったことも検討し

てみたいと考えているからである。 

もとより十分なものではないが、「満洲」時期の

出版物の全体像を把握するための端緒となれ

ばと念じて研究を進め、ここにささやかながら報

告書を刊行した次第である。 

以下この『研究成果報告書』の目次を掲げて

おく。下線のものは研究代表者の属する大学ホ

ームページ 

（ http://www.notredame.ac.jp/ningen/study/

study2.htm）に全文を掲出している。また著者名

のないものはすべて研究代表者（岡村敬二）の

ものである。 
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